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５
月
２
日
、
第
２
回
東
吉
野
村
議

会
臨
時
会
が
召
集
さ
れ
、
専
決
処
分

報
告
の
ほ
か
、
議
会
役
員
の
改
選
等

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
改
選
後
の
役
員

構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇�

議
　
長
　
　
大　

丸　

仁　

志

◇
副
議
長　
　

松　

谷　

忠　

則

◇
議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長
　　

丸　

井　

雅　

弘

　

副
委
員
長　

網　

谷　

眞　

治

　

委
　
員　
　

井　

上　

宣　

之

　

委
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

◇
総
務
文
教
過
疎
委
員
会

　
委
員
長　
　

網　

谷　

眞　

治

　

副
委
員
長　

津　

川　

幸　

雄

◇
厚
生
建
設
経
済
委
員
会

　
委
員
長　
　

井　

上　

宣　

之

　

副
委
員
長　

辻󠄀　

本　

惠　

則

◇
監
査
委
員　

井　

上　

宣　

之

◇
吉
野
広
域
行
政
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

津　

川　

幸　

雄

　
議
　
員　
　

松　

谷　

忠　

則

　
議
　
員　
　

大　

丸　

仁　

志

◇
宇
陀
衛
生
一
部
事
務
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

網　

谷　

眞　

治

　
議
　
員　
　

辻󠄀　

本　

惠　

則

◇
南
和
広
域
医
療
企
業
団
議
会

　
議
　
員　
　

丸　

井　

雅　

弘

◇
さ
く
ら
広
域
環
境
衛
生
組
合
議
会

　

議
　
員　
　

井　

上　

宣　

之

　

議
　
員　
　

大　

丸　

仁　

志

◇
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
議
会

　
議
　
員　
　

丸　

井　

雅　

弘

　

専
決
処
分
報
告
で
は
、
次
の
議
事

に
つ
い
て
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

◇�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被
保

険
者
の
所
得
の
増
加
に
よ
り
保
険
料

収
入
が
増
加
し
、
受
け
た
保
険
料
を

奈
良
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

へ
納
付
す
る
に
あ
た
り
後
期
高
齢
者

医
療
納
付
金
の
予
算
が
不
足
す
る
こ

と
か
ら
、
経
費
の
補
正
を
専
決
処
分

し
た
も
の
で
す
。

◇
東
吉
野
村
村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
、
令
和
６
年
３
月
30
日
に
公

布
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な
く
専

決
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

１
点
目
は
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
災
害
に
お
け
る
被
災
者
の
負
担
軽

減
を
図
る
た
め
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
災
害
に
よ
り
そ
の
者
の
有
す

る
資
産
に
つ
い
て
受
け
た
損
失
の
金

額
を
、
令
和
５
年
に
お
い
て
生
じ
た

損
失
の
金
額
と
し
て
、
令
和
６
年
度

以
後
の
年
度
分
の
個
人
の
道
府
県
民

税
及
び
市
町
村
民
税
の
雑
損
控
除
額

の
控
除
及
び
雑
損
失
の
金
額
の
控
除

の
特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

よ
り
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　

２
点
目
は
、
賃
金
上
昇
が
物
価
高

に
追
い
つ
い
て
い
な
い
国
民
の
負
担

を
緩
和
す
る
た
め
、
デ
フ
レ
脱
却
の

た
め
の
一
時
的
な
措
置
と
し
て
、
令

和
６
年
度
分
の
村
県
民
税
所
得
割
額

か
ら
、
定
額
に
よ
る
減
税
を
行
う
も

の
で
す
。

◇�

東
吉
野
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改

正
す
る
政
令
が
令
和
６
年
３
月
30
日

に
公
布
さ
れ
、
同
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
や
む
な

く
専
決
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

　

改
正
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、

国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度
額
に

お
い
て
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課

税
額
を
２
２
万
円
か
ら
２
４
万
円
に

引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国

民
健
康
保
険
税
算
出
に
か
か
る
被
保

険
者
均
等
割
額
、
世
帯
別
平
等
割
額

を
軽
減
す
る
所
得
判
定
基
準
に
つ
い

て
、
５
割
軽
減
に
つ
い
て
は
被
保
険

者
数
に
乗
ず
る
金
額
を
２
９
万
円
か

ら
２
９
万
５
千
円
に
、
２
割
軽
減

に
つ
い
て
は
５
３
万
５
千
円
か
ら

５
４
万
５
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

◇�

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

予
算
を
補
正

　

令
和
５
年
度
東
吉
野
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
は
、
繰
越
明
許

費
を
設
定
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
に
つ
い

て
国
保
連
合
会
を
経
由
す
る
な
ど
医

療
機
関
か
ら
の
請
求
書
の
受
領
及
び

書
類
審
査
に
日
数
を
要
す
る
た
め
、

繰
越
を
す
る
も
の
で
す
。

　

物
価
高
騰
地
域
振
興
券
事
業
に
つ

い
て
は
、
地
域
振
興
券
の
使
用
期
限

を
６
月
30
日
と
し
て
い
る
た
め
、
３

月
末
ま
で
に
換
金
請
求
さ
れ
な
か
っ

た
振
興
券
分
に
つ
い
て
繰
越
を
す
る

も
の
で
す
。

　

住
民
税
均
等
割
の
み
課
税
世
帯
給

付
金
事
業
及
び
住
民
税
非
課
税
世
帯

給
付
金
事
業
に
つ
い
て
は
、
昨
年
末
、

住
民
税
均
等
割
の
み
の
課
税
世
帯
に

対
し
１
世
帯
当
た
り
１
０
万
円
の
給

付
金
と
、
低
所
得
世
帯
の
う
ち
18
歳

以
下
の
子
ど
も
を
持
つ
子
育
て
世
帯

に
、
子
ど
も
１
人
当
た
り
５
万
円
の

追
加
給
付
を
行
う
こ
と
を
決
定
し
、

国
か
ら
申
請
書
の
提
出
期
限
が
本
年

５
月
31
日
と
示
さ
れ
令
和
５
年
度
に

お
い
て
給
付
が
完
了
し
な
い
世
帯
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
繰
越
を
す
る

も
の
で
す
。

　

戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
、
社
会
保

障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
へ
の
氏
名
の
ロ
ー
マ
字
表
記
等
に

か
か
る
も
の
で
、
改
修
事
項
の
検
討
・

区
長
会
総
会
を
開
催

第
２
回

東
吉
野
村
議
会
臨
時
会
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５
月
13
日
、
村
住
民
ホ
ー
ル
で
令

和
６
年
度
の
村
区
長
会
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
選
の
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

　

会
　
長　

秋
吉　

正
朝

　

副
会
長　

中
尾　

文
男

　

副
会
長　

小
坂　

正
晴

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

新
緑
さ
わ
や
か
な
今
日
、
村
民
の

皆
さ
ま
に
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
村
区
長
会
総
会
に
お
き

ま
し
て
、
区
長
各
位
の
ご
推
挙
に
よ

り
私
が
会
長
の
大
任
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、

就
任
し
ま
し
た
限
り
誠
心
誠
意
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
地
域
活
動
や
恒
例
行

事
な
ど
の
休
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
感
染
法
上
の
位
置
づ

東
吉
野
村
区
長
会
名
簿

令
和
６
年
５
月
13
日
現
在

小　

川

立
住
壽
國

小

冨
永
康
之

木
津
川

岡
本
史
朗

小
栗
栖

辻
　

辰
彦

中

黒

住
本
安
三

鷲

家

中
尾
文
男

三

尾

秋
吉
正
朝

狭

戸

梁
瀬
公
靖

大
豆
生

河
野
　

環

大

又

上
本
雍
子

麦

谷

松
田
光
央

萩

原

東
　

正
夫

伊
豆
尾

浦
前
伸
二

日

裏

靍
井
克
往

木

津

小
坂
正
晴

杉

谷

橋
本
政
視

平

野

垣
外
中　

秀
光

滝

野

萬
谷
一
彦

谷

尻

網
谷
眞
治

調
整
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
た
め

繰
越
を
す
る
も
の
で
す
。

　

農
林
水
産
業
費
、
林
業
費
、
林
道

整
備
補
助
事
業
に
つ
い
て
は
吉
野
中

央
森
林
組
合
が
行
う
大
字
伊
豆
尾
の

橋
梁
補
修
工
事
に
あ
た
り
、
工
法
の

検
討
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ
と

に
よ
り
工
事
発
注
が
遅
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
本
村
の
補
助
執
行
が
年
度

内
に
執
行
困
難
と
な
っ
た
た
め
、
繰

越
を
す
る
も
の
で
す
。

　

土
木
費
、
道
路
橋
梁
費
、
道
路
イ

ン
フ
ラ
事
業
に
つ
い
て
は
、
村
道
小

村
農
協
大
橋
線
及
び
村
道
平
野
学
校

線
の
道
路
維
持
修
繕
工
事
に
お
い
て
、

工
事
設
計
に
あ
た
り
、
設
計
業
者
と

工
法
等
の
検
討
に
日
数
を
要
し
た
こ

と
、
村
道
向
出
線
道
路
改
良
工
事
に

お
い
て
、
地
元
及
び
関
係
機
関
と
建

設
重
機
の
搬
入
及
び
電
柱
の
移
転
に

つ
い
て
の
調
整
に
不
測
の
日
数
を
要

し
た
こ
と
、
村
道
国
樔
小
川
線
の
橋

梁
補
修
工
事
の
実
施
に
あ
た
り
、
地

元
及
び
関
係
機
関
と
の
協
議
に
不
測

の
日
数
を
要
し
た
こ
と
に
よ
り
年
度

内
の
完
了
が
見
込
め
な
い
こ
と
か
ら

繰
越
を
す
る
も
の
で
す
。

　

災
害
復
旧
費
、
公
共
土
木
施
設
災

害
復
旧
費
、
５
災
道
路
河
川
災
害
復

旧
事
業
に
つ
い
て
は
、
工
事
の
実
施

に
あ
た
り
、
地
元
及
び
関
係
機
関
と

の
協
議
に
不
測
の
日
数
を
要
し
た
こ

と
に
よ
り
年
度
内
の
完
了
が
見
込
め

な
い
こ
と
か
ら
繰
越
を
す
る
も
の
で

す
。

け
が
５
類
に
な
り
徐
々
に
で
は
あ
り

ま
す
が
私
た
ち
の
生
活
も
コ
ロ
ナ
禍

前
の
笑
顔
や
活
気
が
戻
っ
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
に
お
き
ま
し
て
は
、

第
二
期
東
吉
野
村
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
も
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
が
進
め
ら
れ
、
移
住
者

も
年
々
増
加
し
、
さ
ら
に
は
ク
リ
エ

イ
タ
ー
等
の
オ
ー
プ
ン
ア
ト
リ
エ
、

企
業
や
地
元
の
協
力
に
よ
る
い
こ
か

ふ
る
さ
と
ひ
よ
し
祭
（
ま
ち
ゅ
）
り
の

開
催
な
ど
村
に
も
活
気
が
あ
ふ
れ
て

き
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
高
齢

者
福
祉
施
策
、
産
業
振
興
・
雇
用
施
策
、

若
者
移
住
定
住
・
子
育
て
支
援
施
策

等
、
村
の
主
要
施
策
に
区
長
会
と
い

た
し
ま
し
て
も
、
一
致
団
結
し
協
力

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
の
絶
大
な
る
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

区
長
会
総
会
を
開
催
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春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
付
け
で
発
表
さ
れ
、
本
村
大
字
杉
谷
在
住
の
辻
本
雅
則
氏

（
元
東
吉
野
村
消
防
団
団
長
）
が
、
長
年
に
わ
た
り
村
民
の
生
命
・
身
体
及
び
財
産
を

火
災
等
の
災
害
か
ら
防
御
す
る
と
と
も
に
消
防
力
の
強
化
、
充
実
に
尽
力
さ
れ
、
消

防
の
発
展
に
貢
献
し
、
社
会
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ

瑞
宝
双
光
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
に
感
謝
申

し
上
げ
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
家
業
の
ご
繁
栄
な
ど
益
々
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

春
の
叙
勲
が
４
月
29
日
付
け
で
発
表
さ
れ
、峠
隆
司
氏（
前
東
吉
野
村
教
育
長
）が
、

長
年
に
わ
た
り
社
会
教
育
、
人
権
教
育
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
等
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お

い
て
地
域
貢
献
す
る
と
共
に
、
健
康
安
全
教
育
で
は
奈
良
県
へ
き
地
教
育
振
興
協
議

会
表
彰
を
受
け
る
な
ど
、
教
育
の
発
展
・
充
実
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、

瑞
宝
双
光
章
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

受
章
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
健
康
に
留
意
さ
れ
、
な
お
一

層
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

辻
本 

雅
則 

氏
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

鮎
の
稚
魚
放
流

村
内
郵
便
局
・
桜
井
郵
便
局
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

峠 

隆
司 

氏
　
瑞
宝
双
光
章
　
受
章

広 報 ひ がしよし の 令和６年６月１日
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左　高見郵便局　櫻井局長　　右　水本村長

　

４
月
10
日
と
５
月
９
日
の
二
日
間
、
村

の
風
物
詩
で
あ
る
鮎
釣
り
解
禁
に
向
け
、

村
内
各
地
の
河
川
に
、
和
歌
山
県
産
の
鮎

の
稚
魚
お
よ
そ
1
5
0
0
キ
ロ
グ
ラ
ム

が
、
村
漁
業
協
同
組
合
役
員
の
皆
さ
ん
に

よ
り
放
流
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
場
下
河
川
で
は
、東
吉
野
こ
ど
も
園
・

東
吉
野
小
学
校
の
園
児
・
児
童
ら
が
自
然

体
験
学
習
の
一
環
と
し
て
放
流
体
験
を
行

い
、
ホ
ー
ス
か
ら
勢
い
よ

く
飛
び
出
す
鮎
に
と
て
も

興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

　

解
禁
の
頃
に
は
、
大
き

く
育
っ
た
鮎
が
釣
り
人
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

※�

鮎
釣
り
解
禁
日
は
６

月
９
日
（
日
）、
網
入

れ
解
禁
日
は
８
月
25
日

（
日
）
で
す
。
解
禁
後

に
も
放
流
（
約
3
0
0

キ
ロ
グ
ラ
ム
）
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
に
村
内
郵
便
局
並
び
に
桜
井
郵
便
局
と

本
村
が
災
害
発
生
時
の
相
互
協
力
、
高
齢
者
の
見
守

り
、
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
や
道
路
の
損
傷
等
情
報
提

供
な
ど
、
各
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

た
び
地
域
の
活
性
化
や
地
方
創
生
な
ど
、
よ
り
村
づ

く
り
の
理
念
に
資
す
る
た
め
、
郵
便
局
か
ら
包
括
的

な
連
携
協
定
締
結
の
提
案
が
あ
り
、
５
月
21
日
役
場

２
階
会
議
室
で
、
日
本
郵
便
株
式
会
社
と
包
括
的
連

携
に
関
す
る
協
定
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。

鮎
の
稚
魚
放
流

村
内
郵
便
局
・
桜
井
郵
便
局
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

広 報 ひ がしよし の令和６年６月１日
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競技中の様子

挨拶する津川体育協会会長

会場の様子

優勝「５」チーム 準優勝「３」チーム

　

５
月
23
日
、
村
運
動
公
園
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
第
43
回
老
人
福
祉

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
競
技
が
始
ま
る
頃
に
は
雨
が

あ
が
り
、
青
空
も
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
汗
ば
む
ほ
ど
の
陽
気
と
な
り
、
参

加
者
の
皆
さ
ん
は
、
笑
顔
で
交
流
を
楽
し
み
な
が
ら
も
、
出
番
で
は
真

剣
な
顔
で
プ
レ
ー
に
励
み
、
白
熱
し
た
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
当
た
り
戦
方
式
に
よ
り
競
技
し
た
結
果
、
優
勝
が
「
５
」
チ
ー
ム
、

準
優
勝
が
「
３
」
チ
ー
ム
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
満
80
歳
以
上
の
参
加
者
９
名
に
は
敢
闘
賞
と
し
て
粗
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

去
る
、
５
月
12
日
に
下
市
町
下
市
中
央
公
園
総
合

体
育
館
で
、
第
65
回
吉
野
郡
民
体
育
大
会
の
総
合
開

会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
開
会
式
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
等
の
体

育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
へ
の
功
労

者
表
彰
や
、
昨
年
度
に
ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
等
に

出
場
さ
れ
た
方
々
へ
の
優
秀
選
手
表
彰
な
ど
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
大
淀
町
、
下
市
町
の
各
会
場
で
、
柔
道
、

卓
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、

剣
道
の
５
競
技
が
行
わ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

　

吉
野
郡
体
育
協
会
で
は
、
夏
に
水
泳
競
技
大
会
、

秋
に
は
秋
季
吉
野
郡
民
体
育
大
会
と
し
て
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
少
年
サ
ッ
カ
ー
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
、
小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
競
技
大
会
の
開
催
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

東
吉
野
小
学
校
児
童
に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
贈
呈

更
生
保
護
女
性
会
活
動
「
芋
の
苗
」
贈
呈

第
43
回
老
人
福
祉
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

吉
野
郡
民
体
育
大
会
開
催

（
津
川
村
体
育
協
会
会
長

　
吉
野
郡
体
育
協
会
会
長
に
就
任
）

広 報 ひ がしよし の 令和６年６月１日
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改
正
道
路
交
通
法
が
令
和
５
年
４
月
１
日
よ
り
施
行
さ
れ
、
自
転
車
の
運
転
者
は

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
令
和
５
年
度
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
第
一
に
着
用
推
進
、
交
通
安
全
推

進
の
た
め
村
か
ら
交
通
安
全
母
の
会
を
通
じ
て
東
吉
野
小
学
校
の
児
童
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
の
贈
呈
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
は
新
し
く
１
年
生
と
な
っ
た
児
童
に
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
事
故
等
に
遭
っ
て
し
ま
っ
た
時
に
命
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
の

で
、
自
分
に
合
っ
た
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
万
が
一
に
備
え
る
と
共
に
交
通
ル
ー

ル
を
遵
守
し
て
安
全
で
快
適
に
自
転
車
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

 

東
吉
野
村
更
生
保
護
女
性
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
５
月
14
日
、
東
吉
野
こ
ど

も
園
に
芋
の
苗
20
本
と
土
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
心
豊
か
に
過
ご
せ
る
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
共
に
協
力

し
苗
を
植
え
る
こ
と
を
通
し
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
全
な
育
成
に
努

め
る
こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
代
表
の
松
田
勝
代
氏
よ
り
、「
今
年
も
お
芋
の
苗
を
持
っ
て
き
た
の

で
、
み
ん
な
で
お
い
し
い
さ
つ
ま
い
も
を
育

て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。」
と
声
を
か
け
ら

れ
、
園
児
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
植
え
ら
れ
ま

し
た
。

東
吉
野
小
学
校
児
童
に
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
贈
呈

更
生
保
護
女
性
会
活
動
「
芋
の
苗
」
贈
呈

広 報 ひ がしよし の令和６年６月１日

7



健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば

健
康
の
ひ
ろ
ば
お
問
い
合
わ
せ
は

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

住
民
福
祉
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
は

住
民
福
祉
課
へ

☎42ｰ0441

左から井上議員　三薮佳伸氏　妻　章子氏　橋本教育長日裏屋看板

弾痕の残る鴨居

６６
月
の
保
健
事
業

月
の
保
健
事
業

○�

前
年
度
受
診
者
及
び
新
規
で
申
し

込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、
５
月
下

旬
に
問
診
票
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

時
間
予
約
制
で
す
の
で
、
ま
だ
予

約
が
お
済
み
で
な
い
方
は
必
ず
事

前
に
住
民
福
祉
課
へ
予
約
を
し
て

く
だ
さ
い
。
予
約
な
し
で
の
当
日

受
診
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
集
合
健

診
（
検
診
）
の
詳
細
は
、
村
広
報
５

月
号
の
折
込
チ
ラ
シ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

○�

風
し
ん
の
追
加
的
対
策
の
対
象
者

（
昭
和
37
年
４
月
2
日
か
ら
昭
和
54

年
４
月
１
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

性
）
は
、
抗
体
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
事
前
に
住
民

福
祉
課
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ク
ー
ポ
ン
券
の
紛
失
や
ご
不
明
な

点
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
住
民
福

祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

集
合
健
診
（
検
診
）
の
お
知
ら
せ
　
～
予
約
受
付
中
で
す
～

特定健診
各種がん検診
（肺がん・結核検診）
（胃がん検診）
（大腸がん検診）
（前立腺がん検診）
（肝炎ウイルス検査）

胃バリウム検査は
午前中のみです

日　程 受付時間 場　所

６月６日（木）
　９：００～１１：３０

三尾区民センター
１３：００～１５：３０

６月７日（金）
　９：００～１１：３０

木津ふれあいセンター
１３：００～１５：３０

６月９日（日）
　９：００～１１：３０

村住民ホール
１３：００～１５：３０

　

天
誅
組　

藤
本
鉄
石
・
福
浦
元
吉
が

死
闘
し
た
日
裏
屋
（
鷲
家
）
が
後
に
三

薮
邸
と
し
て
宇
陀
市
（
宇
賀
志
）
に
移

築
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
家
屋
解
体
に
伴
い
、
宇
陀

市
在
住
の
三
薮
佳
伸
氏
よ
り
井
上
村
議

会
議
員
を
通
じ
て
、「
日
裏
屋
」
の
看

板
な
ら
び
に
当
時
の
弾
痕
が
残
る
鴨
居

が
村
へ
寄
贈
さ
れ
、
５
月
16
日
、
橋
本

教
育
長
よ
り
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
い
ま

し
た
。
寄
贈
さ
れ
た
看
板
等
は
文
化
民

俗
資
料
収
蔵
庫
に
収
蔵
さ
れ
ま
す
。

旧
日
裏
屋
の
看
板
等
寄
贈
者
に
感
謝
状

広 報 ひ がしよし の 令和６年６月１日
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献
血
の
実
施
に
つ
い
て

と　

き　

６
月
26
日
（
水
）

受　

付　

午
前
10
時
～
12
時

と
こ
ろ　

村
住
民
ホ
ー
ル

対
象
者

・
満
16
歳
か
ら
69
歳
の
村
民

・
村
内
に
職
域
を
有
す
る
方

　

�（
注
意
）
65
歳
以
上
の
献
血
者
に
つ

い
て
は
60
歳
か
ら
64
歳
の
間
に
献

血
経
験
が
あ
る
こ
と
。

　

フ
ァ
イ
ザ
ー
社
及
び
モ
デ
ル
ナ
社

の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
受

け
た
方
は
、
接
種
後
48
時
間
以
上
経

過
し
て
い
る
こ
と
。

持
ち
物

　

献
血
手
帳
（
手
帳
が
な
い
方
は
運
転

免
許
証
な
ど
本
人
確
認
で
き
る
も
の
）

子
育
て
サ
ロ
ン

（
ぴ
よ
ぴ
よ
サ
ー
ク
ル
）

と　

き　

６
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時

と
こ
ろ　

役
場
１
階
会
議
室

対　

象

　

就
学
前
の
子
ど
も
と
保
護
者
、
妊

婦内　

容　

育
児
相
談
な
ど

お
申
し
込
み

　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、
６
月
17
日

（
月
）
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

歯
と
口
の
健
康
週
間
　『
い
た
だ

き
ま
す
　
人
生
１
０
０
年
　
歯

と
共
に
』

　

6
月
4
日
～
6
月
10
日
は
歯
と
口

の
健
康
週
間
で
す
。
80
歳
で
20
本
以

上
自
分
の
歯
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
歯
科
検
診
を
定
期
的
に
受
け

ま
し
ょ
う
。
歯
科
医
院
で
は
検
診
や

相
談
へ
の
対
応
や
、
む
し
歯
や
歯
周

病
予
防
の
た
め
の
治
療
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
口
腔
機
能
の
低
下
に
よ
っ

て
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
り
、

運
動
機
能
や
生
理
機
能
を
正
常
に
保

つ
こ
と
が
困
難
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

糖
尿
病
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
の
発
症
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
参
考
：
厚
生
労
働
省　

生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
健
康
情
報
サ
イ
ト
）

６
月
は
食
育
月
間
！
バ
ラ
ン
ス

よ
く
食
べ
よ
う
！

　

毎
年
６
月
は
「
食
育
月
間
」
で
す
。

ま
た
毎
月
19
日
は
「
食
育
の
日
」
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

食
育
と
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本

で
、
様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に

関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践

す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育
て
る

こ
と
で
す
。

悩
み
ご
と
相
談
所

　

臨
床
心
理
士
が
、
様
々
な
悩
み
に

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
し
な
が
ら
具
体

的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

　

相
談
さ
れ
た
内
容
は
秘
密
厳
守
さ

れ
ま
す
。
仕
事
や
人
間
関
係
、
子
育

て
の
悩
み
な
ど
、
ど
ん
な
事
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　

き

　

６
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
正
午
か
ら
午
後
１
時
ま
で
を
除
く
）

と
こ
ろ　

役
場　

１
階
会
議
室

お
申
し
込
み

　

ご
希
望
の
方
は
、
６
月
13
日
（
木
）

ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

【
相
談
者
１
人
に
つ
き
１
時
間
、
１
日

５
名
ま
で
】

在
宅
訪
問
歯
科
診
療
に
つ
い
て

対
象
者

　

村
内
に
住
所
を
有
す
る
要
介
護
１

以
上
の
在
宅
高
齢
者

実　

施　

吉
野
郡
歯
科
医
師
会

お
申
し
込
み

　

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、

担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
ま
た
は
役
場
・

住
民
福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

健
康
長
寿
の
秘
訣
は
「
塩
分
ち
ょ
っ

ぴ
り
」
と
「
野
菜
た
っ
ぷ
り
」。
塩
分

を
減
ら
し
、
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ

る
こ
と
で
、
血
圧
の
上
昇
を
抑
え
ら

れ
ま
す
。
野
菜
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
「
カ
リ
ウ
ム
」
に
は
塩
を
排
出
す
る

働
き
が
あ
る
の
で
、
野
菜
を
し
っ
か

り
食
べ
ま
し
ょ
う
。（
注
意
）
腎
臓
を

患
っ
て
い
る
人
は
、
カ
リ
ウ
ム
の
制

限
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
カ
リ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
る
食
材
〉

【
イ
モ
類
】

　

�

里
芋
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
長
芋
、
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど

【
果
実
類
】

　

�

ア
ボ
カ
ド
、
バ
ナ
ナ
、
メ
ロ
ン
、

キ
ウ
イ
な
ど

【
野
菜
類
】

　

�

ほ
う
れ
ん
草
、
小
松
菜
、
カ
ボ
チ
ャ
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

【
豆
類
】

　

大
豆
、
あ
ず
き
、
納
豆
な
ど

【
魚
・
肉
類
】

　

�

か
つ
お
、
鮭
、
ぶ
り
、
ア
ジ
、
豚

肉
な
ど

（
参
考
：
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）
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　東吉野村に住所を有する皆様に、健康意識の向上及び運動等を身につけ健康づくりの習慣化を目的と
して令和元年度より【健康づくりポイント制度】を実施しています。今年度も下記の対象事業や獲得ポ
イントで実施いたします。
　２０歳以上の村民の方ならどなたでも参加可能ですので、この機会に【健康】と【特典】をゲットして
ください。

１．ポイントカードをもらおう！	
　　下記の表の対象事業に参加してポイントカードをゲットしよう！	
　　（税務保険課の窓口でも配布しています）
２．ポイントを貯めよう！
　　�下記の表の対象事業（村が行う健診等を受診したり、まるごとフェスティバルの健康コーナーや清
流ウォーク等）に参加してポイントをゲットしよう！	

　　※対象事業によって付与されるポイント数が違います。
３．特典と交換しよう！
　　下記の表のポイント毎に５００円相当の特典と交換しよう！
　　※年代によって交換できるポイント数が違います。

対象事業 対象者 ポイント数

(１)　特定健診（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可） ２０歳以上の
男女 ３ポイント

(２)　肺がん結核・大腸がん・胃がん検診
　　　（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可）

４０歳以上の
男女 各２ポイント

(３)　前立腺がん検診（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可） ４０歳以上の
男性 ２ポイント

(４)　婦人科検診（ただし、社会保険加入者は受診結果提出で可） ２０歳以上の
女性 ２ポイント

(５)　村が主催する健康講座 ２０歳以上の
男女 １ポイント

(６)　まるごとフェスティバル健康コーナー 〃 １ポイント

(７)　いきいき百歳体操（ミニ講座年２回、体力測定） 〃 １回参加で
１ポイント

(８)　清流ウォーク 〃 １ポイント

(９)　３Ｂ体操健康教室 〃 １ポイント

(１０)　シニア世代の健康教室 ６０歳以上の
男女 １ポイント

対象者 ポイント数 特典内容

２０歳以上
３９歳以下の方

３ポイント目

５００円相当の
特典

７ポイント目
１０ポイント目

４０歳以上の方
１１ポイント目
１５ポイント目
１８ポイント目

ご不明な点やご質問等ございましたら、税務保険課までお問い合わせください。
お問い合わせ先　税務保険課（４２－０４４１）

健康づくりポイント制度を実施します！健康づくりポイント制度を実施します！

広 報 ひ がしよし の 令和６年６月１日
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腸
に
は
食
べ
物
を
消
化
す
る
働
き

だ
け
で
は
な
く
、
脳
と
の
か
か
わ
り

や
重
要
な
免
疫
の
役
割
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
特
に
小
腸

は
１
億
個
も
の
神
経
細
胞
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
お
り
、
脳
か
ら
の
指
令
が

な
く
て
も
自
分
で
判
断
し
て
活
動
す

る
力
も
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
免

疫
細
胞
も
豊
富
に
存
在
し
、
病
気
に

な
ら
な
い
よ
う
に
内
部
に
病
原
体
が

侵
入
す
る
の
を
防
ぐ
役
割
も
あ
り
ま

す
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん
の

腸
は
ほ
ぼ
無
菌
の
状
態
で
す
が
、
大

人
の
腸
の
中
に
は
約
１
０
０
兆
個
、

重
さ
に
し
て
約
１
㎏
も
の
腸
内
細
菌

が
存
在
し
て
い
ま
す
。
４
歳
ご
ろ
に

は
大
人
と
同
じ
よ
う
な
腸
内
環
境
に

な
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
腸
内

細
菌
の
バ
ラ
ン
ス
は
子
ど
も
の
う
ち

に
あ
る
程
度
決
ま
る
た
め
、
小
さ
い

頃
か
ら
の
「
腸
育
」
が
大
切
で
す
。

　

腸
育
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
日

常
に
お
い
て
朝
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を

飲
ん
で
腸
に
刺
激
を
与
え
、
ぜ
ん
動

運
動
を
促
す
こ
と
、
朝
食
を
し
っ
か

り
と
る
こ
と
、
排
便
を
我
慢
し
な
い

こ
と
、
適
度
な
運
動
を
す
る
こ
と
、

夕
食
は
で
き
れ
ば
就
寝
３
時
間
前
ま

で
に
済
ま
す
こ
と
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
取
れ
て
い
る
食
事
を
と
る
こ
と
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

健
や
か
な
腸
を
作
る
食
べ
物
と
し

て
は
、
み
そ
や
納
豆
、
チ
ー
ズ
、
キ

ム
チ
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
発
酵
食

品
、
玉
ね
ぎ
や
ニ
ン
ニ
ク
、
バ
ナ
ナ
、

大
豆
な
ど
に
入
っ
て
い
る
オ
リ
ゴ
糖
、

サ
ツ
マ
イ
モ
や
ゴ
ボ
ウ
、
人
参
、
海
藻
、

き
の
こ
類
な
ど
の
食
物
繊
維
が
知
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

楽
し
い
と
感
じ
る
と
脳
内
か
ら
セ

ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌

さ
れ
ま
す
。
こ
の
ホ
ル
モ
ン
は
腸
の

動
き
に
も
関
わ
っ
て
お
り
、
ご
飯
を

楽
し
く
食
べ
る
こ
と
も
腸
育
に
つ
な

が
り
ま
す
。
意
識
し
て
み
て
は
い
か

か
で
し
ょ
う
。

奈
良
県
医
師
会

腸
育
に
つ
い
て

腸
育
に
つ
い
て  

お気軽にお問い合わせください　　　　　

相談日の種類 日　時 予約の必要 主催する部会

整形外科に関する
健康相談

６月１８日（火）
午後２時～３時

予約必要
※受付締切６月１７日（月）

奈良県医師会
　整形外科部会

目の健康相談
６月１１日（火）
午後２時～３時

予約必要 奈良県眼科医会

精神科に関する
健康相談

６月１０日（月）
午後３時３０分～４時３０分

予約必要
※受付締切６月３日（月）

奈良県医師会
　精神々経科部会

内科疾患に関する
健康相談

６月２６日（水）
午後１時３０分～２時３０分

予約必要
奈良県医師会
　内科部会

場　所　奈良県医師会館　１階　県民健康サービス室（近鉄大和八木駅から北へ徒歩７分）
連絡先　〒６３４–８５０２　橿原市内膳町５–５–８　奈良県医師会各主催部会
　　　　ＴＥＬ　０７４４–２２–８５０２　　ＦＡＸ　０７４４–２３–７７９６

令和6年6月　奈良県医師会の学術部会が行う健康相談

広 報 ひ がしよし の令和６年６月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです ☆出前介護相談のご案内

　○介護疲れで話を聴いてほしい　○介護の仕方を教えてほしい

　○介護制度に関すること　等々

　（秘密は厳守いたします）

　担当者がご自宅に訪問し、介護のご相談に対応いたします。

　地域包括支援センターへお気軽にご連絡ください。

　　

☆障がい者介護相談のご案内

　障害のある方やそのご家族を対象に暮らしの事、将来的な事、生活上の心配事

等々の相談をお受けするため、東吉野村役場にて窓口を開設しています。

　例えば、

　『人と話したり関わるのが苦手・・だけど外に出たい。何か方法はないかな？』

　『福祉サービスってどうやったら使えるの？どんなものがあるの？』

　『高齢になってきて、子供の将来が心配・・・。』　ｅｔｃ．

　下記の日程で来所もしくはお電話にて相談員が対応いたします。

　　日　時　６月１９日（水）１３時～１６時　　場　所　役場１階会議室

　　ＴＥＬ　４２－０４４１（住民福祉課）　※担当相談員にお繋ぎします。

※�足を運ぶのはちょっと・・・『でも、直接話を聞いて欲しい！』という方は事前

に上記連絡先にお知らせしていただければ訪問させていただきます。

※�相談窓口開設日以外でも、生活相談センターのどかへ直接電話相談可能です。

　ＴＥＬ　０７４７－５３－２１５３へご連絡いただければ相談員が対応いたし

ます。

　（のどか開所日　月曜～金曜９時～１７時３０分／第１・第３土曜１３時～１７時）

広 報 ひ がしよし の 令和６年６月１日
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こんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターですこんにちは　地域包括支援センターです
☆地域包括支援センターをご存じですか？

　高齢者のみなさんが住みなれた地域で安心して暮らしていくために、保健・医療・

福祉・介護をさまざまな角度から必要に応じて援助・支援を行う地域の相談窓口

です。主任ケアマネジャー・社会福祉士・保健師等が、みなさんの生活を支える

役割を担っています。

①さまざまな相談に応じます（総合相談支援）

　介護に関する相談や悩み以外にも、保健・

医療・福祉に関する困ったこと、もの忘れに

ついてや心配ごとなどお気軽にご相談くださ

い。

②介護予防を推進したり、自立して生活ができるよう支援します

　（介護予防ケアマネジメント）

　要支援１・２と認定された人や、支援や介護が必

要となるおそれの高い人が自立して生活できるよう、

介護予防の支援をします。

③高齢者の権利や財産を守ります（権利擁護）

　みなさんが安心して暮らせるように、みなさんの持つさまざまな権利を守りま

す。虐待を早期に発見したり、成年後見制度の紹介や、消費者被害などに対応します。

④適切なサービスの提供と住みやすい地域づくりを支援します

　（包括的・継続的ケアマネジメント）

　暮らしやすい地域にするため、さまざまな機関とのネットワークを作り調整し

ます。また、ケアマネジャーの支援も行います。

広 報 ひ がしよし の令和６年６月１日
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フキ即完売

お茶碗２０個と
茶碗蒸し碗１０個完売

柄入りタオルと
色つきタオル即完売

ミニトマトの苗とピーマンの苗が
各１００個来場者プレゼントですべて配布

コシアブラ完売

キレイな花瓶完売

サニーレタス完売

着物と帯と反物コーナーが一番人気

出品物のご紹介

お惣菜アンケートを実施　回答者５７名
好きなお惣菜のジャンル
　１位　魚　　　　４８票	 ３位　その他（肉じゃが、きんぴらごぼう、ひじき）　４１票
　２位　サラダ　　４５票	 ６位　揚げ物　　３８票
　３位　天ぷら　　４１票	 ７位　中華　　　３１票
　３位　肉料理　　４１票

好きなお惣菜ランキング
　１位　餃子　　　　　　２４票
　２位　刺身　　　　　　２３票
　３位　きんぴらごぼう　２１票
　３位　ハンバーグ　　　２１票

　５位　肉じゃが　　　２０票
　６位　エビ天　　　　１８票
　７位　ポテトサラダ　１７票
　８位　生野菜サラダ　１６票

　８位　かき揚げ　　　　１６票
１０位　カツ　　　　　　１４票
１０位　ぶりの照り焼き　１４票

広 報 ひ がしよし の 令和６年６月１日
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午前、午後ともに行列ができました

いちたつマルシェ
村民による村民のための居場所づくり

　ひよしのさとマルシェが東吉野村の居場所の拠点となります。

　多くの村民が集い、交流や買い物を楽しんでいただく場所になります。

　４月２４日、ひよしのさとマルシェにおいて第１１回目の『いちたつマルシェ』を開催いたしました。

　朝１０時からの開店ですが、常連の皆様は９時３０分から並んでいただいていました。

　朝早くから並んでいただいている方のお目当ては、今年は『フキ』だったようで、開店と同時にフキ

は完売して、その後に来られた方もフキをお求めの方がたくさんいらっしゃいました。

　１３時からはお楽しみ抽選会で、一番早い人で１１時３０分から並んでいただいていました。

　抽選会では「小栗栖 Little oven（リトルオーブン）」と「鷲家　Petite fille（プティットフィーユ）」の

焼き菓子を用意して、家に持ち帰っておやつの時間に楽しんでいただきました。

　また、山菜の天ぷらに使用するためにサラダ油やこめ油などの景品を用意して、すごく好評でした。
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